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平成30年度特別支援教育に関する実践研究充実事業 

（次期学習指導要領に向けた実践研究） 

成果報告書（概要） 

 

  受託団体名  
埼玉県 

 

１ 指定校の一覧 

設置者 学校種 課程又は障害種 学校名（ふりがなを付すこと） 

埼玉県 特別支援 病弱 埼玉県立けやき特別支援学校 

  

２．事業の実績 

（１）事業の実施日程 

実施時期 実施内容 評価事項 

平成３０年 ４月 全体研究会（研究概要説明） ○計画通り実施・終了 

５月 ICT 研修①（東洋大学 滝川教授）（5/25） 

 ＊双方向通信技術を活用した分校との会議 

○計画通り実施・終了 
双方向通信技術を活用した会
議は初めての試みであった
が、活用への展望をもつこと
ができた。 

６月 ICT 研修②（東洋大学 滝川教授）（6/29） ○計画通り実施・終了 

      ７月 ICT 活用（VR体験）に関する研修（日本工業大

学 山地教授、他助手 3名）（7/24） 

○年度途中に追加・実施 
職員に体験し、今後の授業へ
の活用への見通しを持たせる
ことができた。 

９月 ICT 研修③（東洋大学 滝川教授）（9/14） ○計画通り実施・終了 

各研究単位での会議を定期的

に設定することで、研究推進

することができた 

１１月 ICT 研修④（東洋大学 滝川教授）（11/2） 

 別途、 

年１０回 授業改善に向けた研究グループ 

平成３１年 １月 小学部 外国語活動・外国語教育研修会（講師 

宮下貴美子 氏）（1/28） 

○計画通り実施・終了 

 

２月 ICT 研修⑤（東洋大学 滝川教授）（2/1） 

ICT 研修⑥（東洋大学 滝川教授）（2/25） 

※研究報告会 

○計画通り実施・終了 
研究報告会では、大学教授、県
教委より指導者をお招きし
て、指導助言を頂いた。 

      ３月 今年度の総括および次年度の概要 ○計画通り実施・終了 

 

（２）研究課題 

病弱教育における主体的・対話的で深い学びの視点からの授業づくりに関する実践研究をテー 

マに、『主体的な学び・対話的な学び・深い学び』これら『３つの学び』の実現に向け、ＩＣＴの

活用を図ると共に、効果的な指導内容・方法について研究する。 



（３）研究の概要 

病弱教育における主体的・対話的で深い学びの実現に向け、下記の２つの柱を中心に実践研究 

に取り組んだ。 

Ⅰ 主体的・対話的で深い学びの視点を踏まえた授業改善 

主体的・対話的で深い学びに焦点を当て、これまで取り組んできた授業実践との関連や課題を 

整理し、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善の方向性を明らかにしていく。 

小学部では、学習指導要領の改訂のポイントである、『外国語（活動含む）』と『特別の教科  

道徳』に、中学部では、特別支援学校の特徴的な授業である『自立活動』に焦点を当て、３つの

学びの視点から授業を見直した。 

Ⅱ 主体的・対話的で深い学びの授業づくりのためのＩＣＴの活用 

ワーキンググループ（以下WGと省略）を設定し、各WGで活動（事例報告等）を行った。授業改 

善の方向性と併せ、次のテーマを中心に病弱教育におけるＩＣＴを活用した指導内容・方法の実

践に取り組み、主体的・対話的で深い学びの授業づくりに取り組んだ。 

 ①障害特性に応じたＩＣＴ機器の有効活用 

  デジタル教科書やタブレット端末等の実践例を蓄積し、障害特性に応じてＩＣＴ機器を有効

活用した指導方法や指導内容を検証 

 ②双方向通信による学習 

  双方向通信技術を活用し前籍校での教育活動への一部参加や行事不参加時の校内やベッド上

での間接体験の実践 

 ③ＶＲ等、仮想現実、疑似による体験学習 

  ＶＲ等の新たな技術を使った機器を活用し、仮想体験や疑似体験による学習への参加を実践 

 

（４）研究の成果 

Ⅰ 授業改善について 

①指導内容の精選や連続性、授業時間の工夫など、短時間でも重点や繰り返しを意識した指導 

の必要性を感じた。 

②道徳は、自身が悩み、考えを深めることが大切であること。子どもの思考の多様性を認め、『 

対話的な学び』について『自分自身や目の前の物・事象との向き合い』という観点で取り組

めた。 

③３つの学びに焦点を当てて、検討する中で『話し合いだけではなく教えあい等の学びあう姿

が見られた』など、今までとは違う視点で評価できた。 

Ⅱ ＩＣＴ活用について 

(1)障害特性に応じたＩＣＴ機器の有効活用 

 タブレットを使用することで、学習機会の確保や活動の充実を図ることができた。 

(2)双方向通信による学習 

 ①日常生活学習、算数、生活、図画工作、音楽、特別活動（学部集会、校外学習）、生活単元学 

習、総合的な学習の時間など、多岐にわたる学習で活用できた。    

②本校－分校の教員研修での試行から開始し、学校－病棟間、県内特別支援学校間、県外特別

支援学校間、モバイルルータを使用しての校外学習での取組、また一時他院にて治療してい

た児童についても、他院－本校間での授業参加と様々な環境下で活用できた。 



③使用したテレビ会議システムの簡便性が支持され、多くの教員が使用し、活用場面を考える

ことで、より幅広い実践が生まれるという、良い循環が生じた。 

④「～同時双方向型授業配信を行った場合の～出席の取扱い等について（通知）」【３０文科初

第８３７号】が出されたが、②で挙げた他院－本校の実践は、本通知にも該当した。他院で

本人と保護者、本校で教員が対応し、授業を行った。小学部３年生の児童が自ら接続し、実

施できた。 

(3)ＶＲ等～による体験学習 

教科書に準拠した内容が少ないという現状はあるが、理科（天文分野）などで活用の可能性を

感じられた。技術面で難しい面が多々あり、大学や企業と連携することで、職員研修や特別活

動として児童が体験する機会を設定できた。 

 

（５）課題と今後の方策 

Ⅰ 『３つの学び』としての課題 

(1)小学部として 

『３つの学び』の視点を児童個々の実態に沿って、深める実践をしていきたい。授業実践研修

や事例研究を行い、３つの学びについて実践を基に協議、評価する取組を行っていきたい。 

(2)中学部として 

 今年度、取り組んだ方法で、技能教科と総合的な学習の時間について検討を重ねていく。各教 

科で『３つの学び』を検討し、実践例やキーワードを挙げていきたい。実践を積み重ねながら『 

３つの学び』について、理解を深めていきたい。 

Ⅱ ＩＣＴの活用に関する課題 

ＩＣＴの活用としては、以下の３つの柱で取り組んでいくことを考えている。 

 ①今ある機器の有効活用 

  デジタル教科書、IWB（ｲﾝﾀﾗｸﾃｨﾌﾞﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ）、タブレット等既存のものを有効活用 

 ②双方向通信技術の活用 

  テレビ会議システムの更なる活用（相手方の広がり、他システム利用）、テレプレゼンスロボ

ットの活用 

 ③ＶＲ等新しい技術の活用 

  外部との連携、既存のデータ（360°カメラの画像）等を実践で活用 

Ⅲ 今後の展望 

今年度の成果や課題を基に、改善を図っていく。当初の計画である『主体的、対話的で、深い 

学び』の視点からの授業改善というテーマに沿って取り組み、『３つの学び』について、どのよう

に捉え、どのような教育活動を展開していくのか、また今後、展開していくことが重要なのか、

について検討していく。併せて、『３つの学び』をより効果的にするために、よりＩＣＴを活用し

ていきたい。 

『３つの学び』の視点から授業改善を行うことで、病弱教育における『新しい時代を生きる子 

どもに必要な力』を高め、今、病気と闘っている子どもたちの将来の一助となるよう研鑽に励ん

でいきたい。 

 


